様式―１
品質記録保存総括表
事務所
	構造物の種類
	番号
	事業名
（年度も入れる）
	施工箇所
	施工業者名
	摘　要

	
	
	
	路河川名
	郡　市
	町　村
	字
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	


(注)１　番号は、品質記録図の番号を記入
様式－２
生コンクリート品質管理記録表
(1)配　合
	番号
	種別
	強　度
	粗骨材
最　大
寸　法
(mm)
	ス
ラ
ン
プ
の
範
囲
(cm)
	空
気
量
の
範
囲
(%)
	水
セ
メ
ン
ト
比
W/C
(%)
	細
骨
材
率
s/a
(%)
	単位量(㎏/m3)
	生コンリート会社名
	JIS工場指定の有無
	※１
アルカリ骨材反応対策の実施方法
	※２
塩 化 物
総量規制
	摘要

	
	
	呼び強度
	設計基準強度
(N/㎡)
	
	
	
	
	
	水
Ｗ
	セ
メ
ン
ト
Ｃ
	細
骨
材
Ｓ
	粗骨材G
（kg/m3）
	混和材料
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	5mm
～
20m
	mm
～
mm
	混和剤
	混和剤(ml/m3)
	
	
	
	高
	低
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	(注)
	・番号は図面対象番号である。
・種別には設計基準強度毎に、標準配合、特注配合、規格外を書く。
・摘要欄には構造物名を記入。
・セメント欄には使用量とセメント名(N､H､BB等JIS A 5308セメントの種類による区分上の記号)を記入。
・特殊な混和剤(流動化剤、スチールファイバーなど)を用いた場合は添加方法を摘要欄に記入。
・年度:国債工事の場合は○○年度～○○年度として記入。
	
	※1
※2
	アルカリ骨材反応抑制対策の方法
1　コンクリート中の総アルカリ量を抑制
2　抑制効果のある混合セメントを使用
3　安全と認められた骨材を使用
のうちの該当番号を記入
測定した塩分量の最高値、最低値を記入


様式－３
(2)材料特性　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①セメント
	番               号
	
	
	
	
	製造会社工場名
	製造年月
	摘要

	種類
項目
	普通ポルトランド　セ　メ　ン　ト
	高　　炉　　　　　　　セメント
	低アルカリ型ポルトランドセメント
	
	
	
	

	種　　　　　　  　類
	
	
	
	
	
	
	

	比          重
	
	
	
	
	
	
	

	比表面積cm2/g
	
	
	
	
	
	
	

	凝結
	始発h-m
	
	
	
	
	
	
	

	
	終結h-m
	
	
	
	
	
	
	

	安      定       性
	
	
	
	
	
	
	

	圧縮強さ
{N/㎜2}
	1day
	
	
	
	
	
	
	

	
	3day
	
	
	
	
	
	
	

	
	7day
	
	
	
	
	
	
	

	
	28day
	
	
	
	
	
	
	

	水和熱(Ca1/g)
{j/g}
	7day
	
	
	
	
	
	
	

	
	28day
	
	
	
	
	
	
	

	酸化マグネシウム (%)
	
	
	
	
	
	
	

	三酸化硫黄 (%)
	
	
	
	
	
	
	

	強熱減量 (%)
	
	
	
	
	
	
	

	けい酸三カルシウム (%)
	
	
	
	
	
	
	

	アルミン酸三カルシウム (%)
	
	
	
	
	
	
	

	全アルカリ (%)
	
	
	
	
	
	
	



	(注)　・番号は図面対象番号である。
・セメントの種類は、普通、早強、高炉A,B等と記入しそれぞれJISに規定された品質項目について記入。
・各項目については、セメント会杜が生コンクリート会杜に提出した試験成績表を参考に記入する。
・全アルカリ度については、セメント会杜が試験しているNa2O+0.658K2O=R2Oの値を記入する。
・複数の生コン工場を使用する場合は余白に記入する。
・製造年月は試験成績表に記載してある年月。
・製造年月が異なるセメントを使用した場合は余白に記入し摘要欄に番号を記入。
・年度:国債工事の場合は○○年度～○○年度として記入。
・製造会杜は必ず記入、工場名はわかる範囲で記入。


様式－４

②骨材
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　
	番
  号
	材料名
	絶乾比重
	吸水率
(%)
	粘土塊量
(%)
	洗い試験
によって
失われる
量
	原石名
	塩分
NaC1
(%)
	単位容積
質　　量
(㎏/m3)
	実績率
又は
粗粒率
	混合割合
(%)
	産  地
	販売会杜
	アルカリ
骨材反応
暫定対策
の試験結果
	摘      要

	
	細粗の別
	種類
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	(注)
	・番号は図面対象番号である。
・材料名は細・粗骨材名を区分し、海砂、川砂、山砂、砕砂、砂利、砕石等と記入。
・原石名は、何種類もあるときは採取されている原石とする。(玄武岩、安山岩etc)
・混合割合は海砂50%、山砂30%、砕砂20%等と記入。
・産地は○○市○○町○○地先とする。川砂の場合は河川名も記入する。
・販売会杜は採取業者とする。
・摘要にはNaClの測定法を記入。
・細骨材は粗粒率、粗骨材は実績率を記入。混合の場合は合成粗粒率も記入。
・年度:国債工事の場合は○○年度～○○年度として記入。
	
	
	※アルカリ骨材反応対策で化学法、モル
タルバー法試験を行った結果
1無害と認められたもの
2明らかに有害と認められたものの該当す
る番号を記入


様式－５

③混和材料
	番　　　　　　　号
	
	
	
	
	製造会社
工場名
	製造年月
	摘要

	種　　　　　　　類
	ＡＥ剤
	減水剤
	ＡＥ減水剤
	
	
	
	

	品名
	
	
	
	
	
	
	

	種類
	
	
	
	
	
	
	

	減水率 (%)
	
	
	
	
	
	
	

	ブリーディング量の比 (%)
	
	
	
	
	
	
	

	凝結時間の差
(min)
	始発
	
	
	
	
	
	
	

	
	終結
	
	
	
	
	
	
	

	圧縮強度比
(%)
	3day
	
	
	
	
	
	
	

	
	7day
	
	
	
	
	
	
	

	
	28day
	
	
	
	
	
	
	

	長さ変化比 (%)
	
	
	
	
	
	
	

	凍結融解に対する抵抗性  (相対動弾性係数%)
	
	
	
	
	
	
	

	塩分 (%)
	
	
	
	
	
	
	


	(注)　・番号欄は、図面対象番号を記入。
・混和剤の種類は、標準形、遅延形、促進形等を記入。
・各項目については、混和剤材料メーカーがコンクリート製造会社に提出した試験成績表を参考に記入する。
・製造年月は品質検査、試験成績表に記載してある年月。
・製造年月が異なるｾﾒﾝﾄを使用した場合は余白に記入し摘要欄に番号を記入。
・年度:国債工事の場合は○○年度～○○年度として記入。


様式－６
(3)コンクリートの品質試験結果
	番
号
	種別
	呼び強度
	設計基準強度(N/㎜2)
	配合強度
(N/㎜2)
	δ28　強　度　(N/㎜2)
	ス ラ ン プ (㎝)
	空気量（％）
	摘 要

	
	
	
	
	
	最 大
	最 小
	平 均
	試験
個数
	最 大
	最 小
	試験
個数
	最 大
	最 小
	試験
個数
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	(注)　・種別欄は、標準品か特注品の別を記入。
・呼び強度はJIS A5308 (当該年度のもの)を適用。
・配合強度は、変動係数等を考慮して各生コンクリート工場で定めている強度。
・δ28強度は、呼び強度毎の試験結果とする。
・スランプは、呼び強度毎の試験結果とする。
・空気量は、呼び強度毎の試験結果とする。
・δ7で管理した場合は、δ28の欄の上段に記入。
・摘要欄に構造物を記入。
・特殊混和剤を用いた場合は添加後のスランプ、空気欄を(　)書きで上段に記入。
・年度:国債工事の場合は○○年度～○○年度として記入。


様式－７

(4)打設関係
	番　号
	打 設 期 間
	打 設 数 量
	打 設 気 温
	打 設 方 法
	養 生 方 法
	打 設 会 社 名
	摘　　要

	
	
	
	
	
	
	
	H=　L=　φ=

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


	(注)　・番号欄は、図面対象番号を記入。1構造物で複数打設の場合は枝番とする。
・打設期間は、同種のコンクリートの打設開始から打設終了までの期間を記入。
・打設方法は、シュート、バケット、ポンプ打設等を記入。砂防の場合はケーブル、クレーン、トラッククレーンの別を記入。
・養生方法は湿潤、練炭、電熱養生等を記入。
・打設会社名は、ポンプ打設の場合のみ記入。
・摘要欄に生コンの運搬時間(H)、ポンプによる圧送距離(L)、使用管理(φ)。
・温度管理は打設時に測定した外気温の最高と最低を記入。又、保温養生を行った場合は保温期間の養生気温の最高と最低を(　)で併記する。
・年度:国債工事の場合は○○年度～○○年度として記入。


様式－８
コンクリート二次製品の品質記録表
(1)配  合
	番
　　　　　　　　　　号
	製品名
	設計基準強度(N/㎜2)
	粗骨材最　大寸　法
(mm)
	ス
ラ
ン
プ
の
範
囲
(cm)
	空
気
量
の
範
囲
(%)
	水セメント比
W/C
(%)
	細骨材率
s/a
(%)
	単位量(㎏/m3)
	製造会社
工 場 名
	JIS工場の指定の有無
	※-1

アルカリ骨材反応対策の実施方法
	※－2塩化物総量規制
	摘     要

	
	
	
	
	
	
	
	
	水
Ｗ
	セ
メ
ン
ト
Ｃ
	細
骨
材
Ｓ
	粗骨材G
(kg/m3)
	混和材料
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	5mm
～
20mm
	 mm
～
 mm
	混和材
	混和剤
(ml/m3)
	
	
	
	高
	低
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	(注)　・番号は製品毎に図面に示し、それを記入。
・製品名は使用したコンクリート製品名を記入。
・設計基準強度は、JISで規定がある場合は規定強度、ない場合はコンクリート製造工場が定めている強度を記入。
・配合については、コンクリート製造工場が定めている配合を記入。
・年度:国債工事の場合は○○年度～○○年度として記入。
	※－1
アルカリ骨材反応暫定対策の実施方法
1安全と認められた骨材を使用した
2低アルカリ形セメントを使用した
3抑制効果のある混合セメントを使用した
4コンクリート中の総アルカリ量を抑制した
のうちの該当番号を記入
※－2
測定した塩分量の最高値、最低値を記入


様式－９

(2)材料特性
①セメント
	番               号
	
	
	
	
	製造会社工 場 名
	製造年月
	摘要

	種               類
	普通ポルトランド　セ　メ　ン　ト
	高　　炉　　　　　　　セメント
	低アルカリ型ポルトランドセメント
	
	
	
	

	種          類
	
	
	
	
	
	
	

	比          重
	
	
	
	
	
	
	

	比表面積cm2/g
	
	
	
	
	
	
	

	凝 結
	始発h-m
	
	
	
	
	
	
	

	
	終結h-m
	
	
	
	
	
	
	

	安      定       性
	
	
	
	
	
	
	

	圧縮強さ
{N/㎜2}
	1day
	
	
	
	
	
	
	

	
	3day
	
	
	
	
	
	
	

	
	7day
	
	
	
	
	
	
	

	
	28day
	
	
	
	
	
	
	

	水和熱(Ca1/g)
{j/g}
	7day
	
	
	
	
	
	
	

	
	28day
	
	
	
	
	
	
	

	酸化マグネシウム (%)
	
	
	
	
	
	
	

	三酸化硫黄 (%)
	
	
	
	
	
	
	

	強熱減量 (%)
	
	
	
	
	
	
	

	けい酸三カルシウム (%)
	
	
	
	
	
	
	

	アルミン酸三カルシウム (%)
	
	
	
	
	
	
	

	全アルカリ (%)
	
	
	
	
	
	
	


	(注)　・番号は図面対象番号である。
・セメントの種類は、普通、早強、高炉A,B等と記入しそれぞれJISに規定された品質項目について記入。
・各項目については、セメント会杜が生コンクリート会杜に提出した試験成績表を参考に記入する。
・全アルカリ度については、セメント会杜が試験しているNa2O+0.658K2O=R2Oの値を記入する。
・複数の生コン工場を使用する場合は余白に記入する。
・製造年月は試験成績表に記載してある年月。
・製造年月が異なるセメントを使用した場合は余白に記入し摘要欄に番号を記入。
・年度:国債工事の場合は○○年度～○○年度として記入。
・製造会杜は必ず記入、工場名はわかる範囲で記入。


様式－10

②骨材
	番号
	材料名
	絶乾比重
	吸水率
(%)
	粘土塊量
(%)
	洗い試験
によって
失われる量
(%)
	原石名
	塩分
NaCl
(%)
	単位容積
重　　量
(㎏/m3)
	実績率
又は
粗粒率
	混合割合
(%)
	産     地
	販売会杜
	アルカリ
骨材反応
暫定対策
の試験結果
	摘  要

	
	細粗の別
	種類
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	(注)　・番号は図面対象番号である。
・材料名は細・粗骨材名を区分し、海砂、川砂、山砂、砕砂、砂利、砕石等と記入。
・原石名は、何種類もあるときは採取されている原石とする。(玄武岩、安山岩etc)
・混合割合は海砂50%、山砂30%、砕砂20%等と記入。
・産地は○○市○○町○○地先とする。川砂の場合は河川名も記入する。
・販売会杜は採取業者とする。
・摘要にはNaC1の測定法を記入。
・細骨材は粗粒率、粗骨材は実績率を記入。混合の場合は合成粗粒率も記入。
· 　　  ・年度:国債工事の場合は○○年度～○○年度として記入。

	※アルカリ骨材反応暫定対策で化学法、モルタル
バー法試験を行った結果
1無害と認められたもの
2明らかに有害と認められたものの
該当する番号を記入


様式－11

③混和材料
	番　　　　　　　号
	
	
	
	
	製造会社
工場名
	製造
年月
	摘要

	種　　　　　　　類
	ＡＥ剤
	減水剤
	ＡＥ減水剤
	
	
	
	

	品名
	
	
	
	
	
	
	

	種類
	
	
	
	
	
	
	

	減水率 (%)
	
	
	
	
	
	
	

	ブリーディング量の比 (%)
	
	
	
	
	
	
	

	凝結時間の差
(min)
	始発
	
	
	
	
	
	
	

	
	終結
	
	
	
	
	
	
	

	圧縮強度比
(%)
	3day
	
	
	
	
	
	
	

	
	7day
	
	
	
	
	
	
	

	
	28day
	
	
	
	
	
	
	

	長さ変化比 (%)
	
	
	
	
	
	
	

	凍結融解に対する抵抗性  (相対動弾性係数%)
	
	
	
	
	
	
	

	塩分 (%)
	
	
	
	
	
	
	


	(注)　・番号欄は、図面対象番号を記入。
・混和剤の種類は、標準形、遅延形、促進形等を記入。
・各項目については、混和剤材料メーカーがコンクリート製造会社に提出した試験成績表を参考に記入する。
・製造年月が異なるｾﾒﾝﾄを使用した場合は余白に記入し摘要欄に番号を記入。
・製造年月は品質検査、試験成績表に記載してある年月。
・年度:国債工事の場合は○○年度～○○年度として記入。


様式－12

(3)コンクリート二次製品の品質
	番
号
	製 品 名
	配合強度
(N/mm2)
	コンクリート強度(N/mm2)
	製品試験強度
(N/mm2)
	形状寸法
	JIS
製品の
有無
	製造年月
	製造会社工場名
	摘　　　　要

	
	
	
	最 大
	最 小
	平 均
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	(注)　・番号は製品毎に図面に表示し、それを記入。
・コンクリート強度は、コンクリート製造工場が日々管理している圧縮強度の製造月の月平均値を記入。
・製品試験強度はJISで規定されている試験方法で実施した結果を記入。
・年度:国債工事の場合は○○年度～○○年度として記入。
・配合強度は設計基準強度に対するコンクリート配合強度。
・コンクリート強度は日常管理強度。
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